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毎月２６日発行
ご
自由にお取り下さい

♪

地産地消応援マガジン
みやこんじょを 「農」 から元気に！

特集　２０１０年どんな年？漢字一字でゆく年・くる年
ピックアップ　　　　　自然農法で食育（自然農法都城普及会）
　　　　　　　　　　椎茸まつり　　高崎町農産加工センター
フォーカス　　　　　横原地区収穫祭　（高城町）

 今月の農家さん　  いちご栽培農家　戸越さん（山田町）　 　 　　
◆お料理コーナー：coo 王

キング

	 Ｔａｋａ（しいたけサンド＆ねったぼ）



　『みやこん農』は、都城・北諸県地域の「農業」をメインに扱っているフリー

ペーパーですが、私ども、ぼんち情報サポートでは「農・商・工」の連携を基

盤に活動をしております。

読者層は２０代～８０代と幅広く、あくまで一般の消費者をメインターゲット

としたフリーペーパーです。

個人事業主様・企業様の新たな宣伝媒体として、ぜひ本誌をご活用いただきた

いと思います。広告を検討されている方、予定はないけど話だけ聞きたいとい

う方、どんな些細なことでも構いません。お気軽にお問い合わせ下さい♪

親切丁寧に対応させていただきます。
（誠に勝手ながら、アダルト・風俗等の広告はお断りしております。ご了承下さい。）

r.comE-mail:mkonjou0986@bjs-powe
ＵＲＬ:http:// www.bjs-power.com

ご
挨
拶

拝
啓

二
〇
〇
九
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず
か
と
な
り

ま
し
た
。　

 

本
年
は
格
別
の
ご
愛
顧
を
賜
り
、
ま
こ
と
に
有

難
く
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

９
月
よ
り
発
行
を
始
め
た
「
み
や
こ
ん
農
」
も
、

今
月
で
３
号
（
通
巻
４
号
）
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
偏
に
皆
様
の
お
か
げ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
農
業
、
商
業
、
工
業
の
連
携
を
基

盤
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
み
や
こ
ん
じ
ょ
の
元
気
の

一
端
と
な
れ
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

来
年
も
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

敬
具 

平
成
二
十
一
年
十
二
月
吉
日

ぼ
ん
ち
情
報
サ
ポ
ー
ト　

代
表　
　

川
内　

賢
幸 

ＢＪＳ
宮崎県都城市上川東 2丁 目 14-8〒 889-0012

☎ ０９８６（７７）２４３１

ブログ、過去分「みやこん農」公開中！

ぼんち情報サポート



Ｐ４　　特集　２０１０年はどんな年？＆漢字一字でゆく年くる年

　　《ピックアップ》
Ｐ 6　　自然農法で食育（自然農法都城普及会）

Ｐ 8      椎茸まつり　（高崎町農産加工センター）

　　《フォーカス》　
Ｐ 10 　収穫祭　（高城町横原地区） 　

　  今月の農家さん   　   
Ｐ１2　ＪＡ都城いちご専門部会山田支部（戸越さんご夫婦）　　

Ｐ１４     ◆お料理コーナー：coo 王
キング

Ｔａｋａ（しいたけサンド＆ねったぼ）

　

Ｐ１６～　みんなの広場、１月イベント情報、野菜占い、休日急患　ほか

（※目次写真：１２月 1 ６日撮影　場所：山田町）
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◎ 2 月号予告◎

（※変更の場合があります。）

（特集）
ト ラ ト ラ ト ラ！ 肉 を 食 っ て 元
気！！（仮）
ほか

冬
将
軍
が
や
っ
て
き
た
！
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漢字で一字でゆく年・くる年
みなさんにとって２００９年はどんな年でしたか？そして、２０１０年はどんな年にしたいですか？

読者のみなさんからいただいた２００９年の漢字、２０１０年の漢字。

はたしてみなさんが想う「ゆく年」「くる年」とは？

ちなみに私どもは、ゆく年「慌」・くる年「飛」。２００９年は「慌ただしく」て２０１０年は「飛躍」するように♪

それでは、読者のみなさんが胸に抱いた漢字を見てみましょう！いろんな想いが現れていますよ～。

幸
安笑明希

くる年
　

「
く
る
年
」
の
一
位

は
「
幸
」
で
し
た
！

一
年
た
っ
た
と
き
に

こ
の
漢
字
で
あ
ら
わ

せ
た
な
ら
そ
り
ゃ
～

も
～
「
幸
せ
」
で
し
ょ

う
な
～
。

　

二
番
目
は
こ
の

四
つ
。
ど
れ
も
未

来
へ
の
想
い
が
現

れ

て

い

ま

す

ね
。

毎
日
が
こ
う
あ
り

た
い
も
の
で
す
。

　

さ
て
、
残
り
は

と
い
う
と
…
実
は

み
な
さ
ん
バ
ラ
バ

ラ
。
し
か
し
、
ど

れ
も
新
年
へ
の
想

い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
ね
！

子華遊不

変

翔

発

樹
前開望 動

咲 未豊実
夢健 福楽挑

飛
幻当

幸苦
貧 暗 改

ゆく年
　

「
ゆ
く
年
」
の
一
位

は
「
苦
」「
幸
」
！

対
照
的
な
漢
字
で
す
。

ま
さ
に
格
差
社
会
…
。

　

二
番
目
は
こ
の
三

つ
。
な
ん
と
い
う
か
、

こ
ん
な
国
に
誰
が
し

た
！！
（
涙
）

　

さ
あ
、
気
を
取
り

直
し
て
残
り
の
漢
字

を
見
て
み
ま
し
ょ

う
。
う
～
ん
、
耐
え

難
き
を
耐
え
、
忍
び

難
き
を
忍
び
（
涙
）

え
～
い
！
新
年
は
必

ず
い
い
年
に
し
ま

し
ょ
う
！！

楽悲辛波

新

疲

静

騒
淋努前 発

減 悩耐変
夢忙 無根遼

自
賑忍

　
「
ゆ
く
年
」「
く
る
年
」
の
漢

字
、
み
な
さ
ん
は
ど
ん
な
漢
字

を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
？
こ
う

し
て
み
る
と
、
い
ろ
ん
な
一
年

が
あ
り
、
新
年
に
向
け
て
の
想

い
も
様
々
な
の
が
よ
く
わ
か
り

ま
す
ね
。

　

２
０
１
０
年
は
、寅
年
で
す
。

そ
こ
で
、
隣
の
ペ
ー
ジ
で
は
、

１２
年
前
・

２４
年
前
の
寅
年
が
ど

ん
な
年
だ
っ
た
の
か
一
覧
で
表

わ
し
て
み
ま
し
た
。
ゴ
チ
ャ
ゴ

チ
ャ
見
づ
ら
い
と
は
思
い
ま
す

が
、お
許
し
く
だ
さ
い
・・・（
汗
）

ど
う
で
す
？
あ
の
日
、
あ
の
時

の
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
ね

～
。
私
自
身
は
、

８６
年
だ
と

「
マ
イ
ク
・
タ
イ
ソ
ン
」「
三
原

山
噴
火
」、

９８
年
だ
と
「
Ｗ
杯

カ
ズ
外
れ
る
」「
ク
ロ
ー
ン
牛
」

が
印
象
的
で
す
。

　

ち
な
み
に
、

８６
年
サ
ッ
カ
ー

Ｗ
杯
を
制
し
た
マ
ラ
ド
ー
ナ
。

２
０
１
０
年
は
監
督
と
な
っ
て

帰
っ
て
き
ま
す
ね
。
他
に
も
、

９８
年
「
天
下
り
見
直
し
」
発
言

も
あ
り
ま
す
ね
。
い
や
は
や
、

「
時
代
は
繰
り
返
す
」
と
は
よ

く
言
っ
た
も
ん
で
す
。

み
な
さ
ん
に
と
っ
て
充
実
し
た

一
年
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
☆
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１２月 １１月 １０月 ９月 ８月 ７月 ６月 ５月 ４月 ３月 ２月 １月
１
５
日
～

第
1
0
回
世
界
短
水
路
選
手
権

２
１
日
　
日
本
で
皆
既
月
食

・
2
0
1
8
F
I
F
A
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ

プ
＆

　
2
0
2
2
F
I
F
A
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ

プ
開

　
催
国
決
定

２
　
日
　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
中
間
選
挙

１
２
日
～

ア
ジ
ア
競
技
大
会
（

中
国
）

１
４
日
～

大
相
撲
十
一
月
場
所
（

福
岡
）

・
沖
縄
県
知
事
選

１
　
日
　
国
勢
調
査

３
　
日
　
ブ
ラ
ジ
ル
大
統
領
選
挙

１
７
日
～

第
4
2
回
世
界
体
操
競
技
選
手
権

２
３
日
～

第
1
0
回

　
　
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
（

千
葉
）

２
５
日
　
第
6
5
回

　
　
　
　
ゆ
め
半
島
千
葉
国
体
秋
季
大
会

７
　
日
～

第
9
2
回

　
　
　
　
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

１
９
日
　
国
際
数
学
者
会
議
（

イ
ン
ド
）

２
３
日
～

世
界
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権

・
第
2
2
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

１
１
日
～

大
相
撲
七
月
場
所
（

愛
知
）

２
８
日
～

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

・
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了
＆
地
上
デ
ジ
タ
ル

　
放
送
完
全
移
行
ま
で
残
り
1
年

１
１
日
～

F
I
F
A
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ

プ
開
催

１
１
日
～

バ
レ
ー

ボ
ー

ル
ワ
ー

ル
ド
リ
ー

グ

・
小
惑
星
探
査
機
は
や
ぶ
さ
が
地
球
に
帰
還

３
　
日
　
核
拡
散
防
止
条
約
再
検
討
会
議

９
　
日
～

大
相
撲
五
月
場
所
（

両
国
）

３
０
日
　
第
７
７
回
日
本
ダ
ー

ビ
ー

・
平
城
遷
都
千
三
百
年
記
念
事
業
（

奈
良
）

・
国
際
宇
宙
ス
テ
ー

シ
ョ

ン
完
成
予
定

・
労
働
基
準
法
、

土
壌
汚
染
対
策
法
、

宅
地

　
建
物
取
引
業
法
の
改
正
の
施
行

１
２
日
～

２
１
日

バ
ン
ク
ー

バ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催

１
８
日
　
山
崎
直
子
さ
ん
宇
宙
へ

・
茨
城
県
の
航
空
自
衛
隊
百
里
飛
行
場
が

　
民
間
共
用
を
開
始

７
　
日
　
別
府
大
分
毎
日
マ
ラ
ソ
ン

１
２
日
～

２
８
日

バ
ン
ク
ー

バ
ー

オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催

１
０
日
～

大
相
撲
一
月
場
所
（

両
国
）

１
５
日
　
北
部
九
州
を
中
心
に
中
部
地
方

　
　
　
　
以
西
で
日
没
直
前
に
日
食
観
測

・
都
城
市
長
＆
市
議
会
議
員
選
挙

・
通
常
国
会
召
集

主
な
出
来
事

（
予
定

）

１２月 １１月 １０月 ９月 ８月 ７月 ６月 ５月 ４月 ３月 ２月 １月
・
た
ば
こ
１
箱
２
０
円
値
上
げ
開
始

・
辰
吉
丈
一
郎
、

ウ
ィ

ラ
ポ
ン
に
K
O
負
け

・
コ
メ
関
税
化
閣
議
決
定

・
日
本
提
案
の
核
軍
縮
決
議
が
国
連
で
採
択

・
小
学
生
の
３
割
「

授
業
が
わ
か
ら
な
い
」

・
国
際
宇
宙
ス
テ
ー

シ
ョ

ン
の
建
設
開
始

・
松
坂
大
輔
、

西
武
入
団
が
決
定

・
ラ
モ
ス
が
現
役
引
退

・
韓
国
が
日
本
の
大
衆
文
化
を
開
放
へ

・
日
石
三
菱
が
誕
生

・
岡
山
大
で
生
体
肝
移
植
に
成
功

・
イ
チ
ロ
ー

５
年
連
続
首
位
打
者
に

・
国
内
初
、

女
性
の
性
転
換
手
術
を
実
施

・
米
G
M
が
ス
ズ
キ
の
筆
頭
株
主
に

・
結
核
感
染
が
増
加
傾
向

・
巨
匠
、

黒
澤
明
監
督
が
死
去

・
落
合
博
満
が
選
手
引
退

・
マ
グ
ワ
イ
ア
７
０
本
塁
打
で
ソ
ー

サ
に
勝
利

・
北
朝
鮮
が
日
本
側
に
ミ
サ
イ
ル
発
射

・
ア
ッ

プ
ル
P
C
の
i
M
A
C
国
内
発
売

・
エ
ー

ス
松
坂
の
活
躍
で
横
浜
高
校
春
夏
連
覇

・
橋
本
首
相
退
陣
、

小
渕
内
閣
発
足

・
ウ
ィ

ン
ド
ウ
ズ
９
８
日
本
語
版
が
発
売

・
ロ
ス
疑
惑
三
浦
被
告
に
逆
転
無
罪

・
石
川
県
で
体
細
胞
ク
ロ
ー

ン
牛
世
界
初
誕
生

・
デ
ジ
タ
ル
・
デ
ー

タ
放
送
の
実
験
開
始

・
カ
ズ
W
杯
メ
ン
バ
ー

か
ら
外
れ
る

・
参
院
選
ス
タ
ー

ト

・
「

総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

を
新
設

・
世
界
で
気
温
が
高
温
化

・
野
茂
秀
雄
が
ド
ジ
ャ
ー

ス
退
団

・
ア
ナ
ロ
グ
T
V
廃
止
方
針
が
決
ま
る

・
元
X
J
A
P
A
N
の
h
i
d
e
が
自
殺

・
史
上
初
の
兄
弟
横
綱
が
誕
生
（

若
貴
）

・
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
成
立

・
ス
カ
イ
パ
ー

フ
ェ

ク
ト
T
V
が
誕
生

・
民
主
党
正
式
に
旗
揚
げ
（

菅
代
表
）

・
日
本
が
京
都
議
定
書
に
署
名

・
「

ア
サ
ヒ
靴
」

の
ア
サ
ヒ
C
O
が
倒
産

・
ゴ
ン
中
山
４
試
合
連
続
ハ
ッ

ト
ト
リ
ッ

ク

・
ア
ン
ト
ニ
オ
猪
木
が
引
退

・
「

通
信
傍
受
法
案
」

な
ど
を
閣
議
決
定

・
自
己
破
産
過
去
最
多

・
冬
季
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
幕

・
ボ
ク
シ
ン
グ
辰
吉
丈
一
郎
が
初
防
衛

・
キ
ト
ラ
古
墳
で
精
密
壁
画
が
発
見

・
橋
本
首
相
「

天
下
り
」

見
直
し
を
約
束

・
普
天
間
基
地
返
還
の
凍
結

・
郵
便
番
号
が
７
ケ
タ
に

・
長
野
冬
季
五
輪
開
幕

・
子
ど
も
欲
し
い
２
０
代
が
６
２
％

・
キ
リ
ン
ラ
ガ
ー

４
３
年
ぶ
り
に
首
位
陥
落

・
ク
ロ
ー

ン
牛
の
誕
生

・
「

仮
面
ラ
イ
ダ
ー
」

な
ど
の
原
作
者
、

　
石
ノ
森
章
太
郎
氏
が
死
去

主
な
出
来
事

１２月 １１月 １０月 ９月 ８月 ７月 ６月 ５月 ４月 ３月 ２月 １月
・
ビ
ー

ト
た
け
し
、

フ
ラ
イ
デ
ー

襲
撃
事
件

・
中
曽
根
内
閣
支
持
率
が
３
９
％
に
落
ち
る

・
三
原
山
が
再
噴
火

・
一
般
道
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
着
用
原
則
義
務
化

・
伊
豆
大
島
の
三
原
山
が
大
噴
火

・
Ｗ
Ｂ
Ｃ
ヘ
ビ
ー

級
で
マ
イ
ク
・
タ
イ
ソ
ン

　
が
最
年
少
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
に

・
千
代
の
富
士
４
連
覇
で
１
９
回
目
の
優
勝

・
レ
ー

ガ
ン
大
統
領
と
ゴ
ル
バ
チ
ョ

フ
書
記

　
長
が
会
談

・
西
武
が
一
分
３
敗
か
ら
奇
跡
の
逆
転
優
勝

・
阪
神
バ
ー

ス
と
ロ
ッ

テ
落
合
が
３
冠
王

・
一
世
帯
当
た
り
の
平
均
貯
蓄
額
７
３
１
万

・
社
会
党
の
土
井
た
か
子
が
大
政
党
初
の

　
女
性
党
首
に

・
宮
崎
県
西
都
市
で
航
空
自
衛
隊
Ｔ
２

　
ジ
ェ
ッ

ト
機
が
墜
落

・
宮
崎
空
港
滑
走
路
延
長
工
事
が
始
ま
る

・
ス
ズ
キ
と
Ｇ
Ｍ
が
小
型
自
動
車
生
産
の

　
合
弁
会
社
新
設
に
合
意

・
日
航
ジ
ャ

ン
ボ
墜
落
か
ら
一
周
忌

・
家
庭
生
活
９
割
満
足
、

６
割
大
家
族
希
望

・
米
ソ
文
化
交
流
が
復
活

・
衆
参
同
日
選
挙
で
、

自
民
党
が
圧
勝

・
鹿
児
島
県
で
集
中
豪
雨

・
ベ
ン
・
ジ
ョ

ン
ソ
ン
９
秒
９
５
世
界
新

・
米
で
脳
死
の
女
性
が
女
児
出
産

・
高
千
穂
線
の
廃
止
が
確
定
的
に

・
衆
議
院
、

通
称
「

死
ん
だ
ふ
り
解
散
」

・
急
激
な
円
安
、

１
ド
ル
＝

１
７
７
円
台

・
ベ
ト
ち
ゃ

ん
ド
ク
ち
ゃ

ん
治
療
で
来
日

・
Ｗ
杯
マ
ラ
ド
ー

ナ
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
優
勝

・
中
曽
根
首
相
が
衆
参
同
日
選
挙
を
決
断

・
１
５
歳
未
満
の
子
ど
も
数
が
戦
後
最
低
に

・
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
放
射
能
を
日
本
で
確
認

・
ゲ
ー

ム
「

ド
ラ
ゴ
ン
ク
エ
ス
ト
」

発
売

・
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
Ｗ
杯
メ
キ
シ
コ
大
会
開
幕

・
ア
イ
ド
ル
歌
手
岡
田
有
希
子
が
自
殺

・
米
飛
行
機
ギ
リ
シ
ャ

上
空
で
テ
ロ
爆
発

・
ロ
ー

マ
法
王
が
ユ
ダ
ヤ
教
会
訪
問

・
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
発
生

・
中
曽
根
内
閣
の
支
持
率
が
最
高
の
５
３
％

・
米
が
初
の
地
下
核
実
験
を
実
施

・
日
本
を
含
む
各
国
衛
星
が
ハ
レ
ー

彗
星
を

　
観
測
（

７
６
年
ぶ
り
大
接
近
）

・
国
鉄
を
分
割
・
民
営
化
す
る
た
め

　
「

国
鉄
改
革
法
案
」

が
閣
議
決
定

・
ソ
連
の
偵
察
衛
星
コ
ス
モ
ス
１
７
１
４
号

　
が
軌
道
を
外
れ
大
気
圏
に
突
入

・
フ
ィ

リ
ピ
ン
で
ア
キ
ノ
大
統
領
就
任

・
米
ス
ペ
ー

ス
シ
ャ

ト
ル

「

チ
ャ

レ
ン
ジ
ャ
ー
」

の
打
ち
上
げ
失
敗

・
金
閣
寺
で
猟
銃
男
立
て
こ
も
り
事
件

・
エ
イ
ズ
国
内
患
者
が
１
４
人
に

主
な
出
来
事

２０１０年の主な出来事（予定）

１２年前、１９９８年はこんな年だった！

２４年前、１９８６年はこんな年だった！

2 ０１0年はどんな年？

１
９
９
８
年
そ
の
他

１
９
８
６
年
そ
の
他

【
流
行
語
大
賞
】

・
ハ
マ
の
大
魔
神

・
だ
っ
ち
ゅ
う
の

【
今
年
の
漢
字
】

・「
毒
」

…
和
歌
山
カ
レ
ー
事
件
な
ど
で

【
テ
レ
ビ
】

・
鉄
腕
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
放
映
開
始

・
シ
ョ
ム
ニ
、
Ｇ
Ｔ
Ｏ　
　

他

【
音
楽
】

・「
夜
空
の
ノ
ム
コ
ウ
」

・「Autom
atic

」　　
　
　

他

【
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
】

・
紺
ハ
イ
ソ
ッ
ク
ス
流
行

・
厚
底
靴

・
ネ
イ
ル
ア
ー
ト
流
行
始
ま
る

【
流
行
語
大
賞
】

・
新
人
類

【
今
年
の
漢
字
】

・
１
９
９
５
年
か
ら
の
た
め
無

【
テ
レ
ビ
】

・
加
ト
ち
ゃ
ん
ケ
ン
ち
ゃ
ん
ご
き
げ
ん
Ｔ
Ｖ

・
風
雲
！
た
け
し
城

・
男
女
７
人
夏
物
語　
　

・
あ
ぶ
な
い
刑
事

・
太
陽
に
吠
え
ろ
（
終
了
）
他

【
音
楽
】

・「
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
」

・「
Ｃ
Ｈ
Ａ
‐
Ｃ
Ｈ
Ａ
‐
Ｃ
Ｈ
Ａ
」

・「
仮
面
舞
踏
会
」　　
　
　

他

【
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
】

・
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト

・
ダ
イ
ア
ナ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

・
ボ
デ
ィ
コ
ン
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
登
場
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第１回　ふれあい収穫祭 (自然農法都城普及会）

▲
な
が
～
い
ゴ
ボ
ウ
が
採
れ
ま
し
た
！
自
分
の
身
長
よ
り

長
い
ゴ
ボ
ウ
に
ビ
ッ
ク
リ

！！

　

第
１
回
ふ
れ
あ
い
収
穫
祭
が
、

１１
月

２２
日

都
城
市
今
町
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

自
然
農
法
都
城
普
及
会
が
、
未
来
を
託
す
子

ど
も
た
ち
に
「
安
心
・
安
全
」
の
食
材
を
知
っ

て
も
ら
い
た
い
、
食
べ
て
も
ら
い
た
い
と
い

う
熱
い
思
い
か
ら
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
、
自
然
農
法
で
栽
培
さ
れ
た
、
ニ
ン
ジ
ン

と
ゴ
ボ
ウ
の
収
穫
体
験
か
ら
始
ま
り
、
食
育

の
一
環
で
、
自
然
農
法
で
栽
培
さ
れ
た
食
材

を
使
っ
た
料
理
を
味
わ
う
食
事
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

先
に
行
わ
れ
た
収
穫
体
験
は
、
ぐ
ず
つ
い

た
お
天
気
を
吹
き
飛
ば
す
か
の
よ
う
に
、
子

ど
も
達
の
明
る
い
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し

た
。
畑
か
ら
野
菜
を
収
穫
す
る
た
び
に
、
子

ど
も
も
大
人
も
大
歓
声
。
小
さ
な
お
子
さ
ん

は
、
土
の
中
か
ら
出
て
く
る
ニ
ン
ジ
ン
や
ゴ

ボ
ウ
を
不
思
議
そ
う
に
見
て
い
ま
し
た
。
親

御
さ
ん
の
中
に
も
、
初
め
て
収
穫
を
体
験
し

た
方
も
い
て
、
子
ど
も
た
ち
と
共
に
分
か
ち

合
う
喜
び
に
、
終
始
笑
顔
が
絶
え
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

ま
た
、
食
事
会
で
は
、
自
然
農
法
に
つ
い

て
の
説
明
や
野
菜
を
当
て
る
ク
イ
ズ
を
行
う

な
ど
の
食
育
授
業
を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も

だ
け
で
な
く
、
大
人
も
一
緒
に
な
っ
て
自
ら

の
食
に
つ
い
て
考
え
、
食
に
関
す
る
知
識
と

食
を
選
択
す
る
判
断
力
を
、
楽
し
く
身
に
つ

け
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
提
供

さ
れ
た
料
理
は
、
自
然
農
法
で
栽
培
さ
れ
た

野
菜
や
材
料
を
使
用
し
て
調
理
さ
れ
て
お

り
、「
安
心
・
安
全
」
を
直
に
体
験
で
き
る

い
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

娘
の
茉ま

り

か
莉
花
ち
ゃ
ん
（
５
歳
）
と
参
加
し

た
赤
坂
さ
ん
は
、「
今
回
は
、
娘
の
希
望
で

参
加
を
決
め
ま
し
た
。
父
娘
で
こ
う
い
う
体

験
を
す
る
の
初
め
て
で
す
が
、
こ
う
い
う
貴

重
な
取
組
、
体
験
が
広
が
っ
て
い
く
と
楽
し

い
で
す
ね
。」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
収
穫
・
食
事
・
勉
強
」
と
三
拍
子
そ
ろ
っ

た
今
回
の
催
し
。
単
な
る
体
験
で
は
な
く
、

食
育
・
食
事
会
ま
で
含
ん
だ
内
容
に
、
参
加

者
の
皆
さ
ん
は
親
子
そ
ろ
っ
て
充
実
し
た
時

間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

写真提供：ＭＯＡ自然農法文化事業団

写真提供：ＭＯＡ自然農法文化事業団
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▲ＮＰＯ法人ＭＯＡ自然農法文化事業団の宮島さん（上）、都城普及会の

谷口会長（右）、実行委員の高橋さん（左）による自然農法や食について

の説明の様子。知らないことも多くとても勉強になりました。

▲食事会の準備をする婦人部のみなさん。朝早くから準備をなさ

り、おいしい料理をたくさん作ってくれました！

▲みんなで参加の牧崎さんご一家。家庭菜園で野菜作りに励

んでいるそう。今回は「すごくいい体験ができた」とみんな

楽しそうでした。長男の廉
れん

くん（左）は、花を見て野菜を当

てるクイズで、大人顔負け脅威の正解率でした（驚）

▲
自
然
農
法
で
作
ら
れ
た
材
料
の
み

で
製
造
さ
れ
て
い
る
商
品
。
こ
ん
な

に
あ
る
と
は
驚
き
で
す
。

は
い
、
あ
～
ん
♪

▲
す
べ
て
自
然
農
法
の
野
菜
や
材
料
を

使
っ
た
料
理
。
お
い
し
か
っ
た
～
♪

ちょっと豆知識
ＭＯＡ自然農法とは、「無農薬」「無化学肥料」「自然尊重」

「自然順応」の４つの柱を軸とした、岡田茂吉師の創唱に
よる永続的かつ体系的な農業生産方式をいいます。
自然農法を実践するにあたって、次のような心得が定めら
れています。
一、人のため、社会のために貢献する志と行動力を養う

二、自らの健康、家族の健康を大切にする

三、生産の計画を立てる

四、生産した農産物への責任をもつ

五、創意工夫をする

六、環境に配慮する

（詳細はＭＯＡ自然農法事業団ＨＰ参照。）
http://www.moaagri.or.jp/index.htm
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１２
月
６
日
に
、
高
崎
町
農
産
加
工
セ
ン
タ
ー
で
「
し

い
た
け
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
し
い
た
け
祭
、

夏
と
冬
年
２
回
開
催
す
る
そ
う
で
、
加
工
セ
ン
タ
ー
の

オ
ー
プ
ン
時
か
ら
の
あ
る
恒
例
の
祭
で
、
今
年
で
十
数

年
目
に
な
る
そ
う
で
す
。

　

祭
の
開
始
は
９
時

３０
分
か
ら
で
し
た
が
、
一
時
間
前
に

訪
れ
た
方
も
い
る
ほ
ど
の
人
気
で
す
。
祭
り
開
始
の
時

間
に
な
る
と
、
次
か
ら
次
に
お
客
さ
ん
が
訪
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
風
が
強
く
て
肌
寒
い
日
で
し
た
が
、
外
に

設
け
ら
れ
た
特
設
の
し
い
た
け
売
り
場
は
大
賑
わ
い
！

お
歳
暮
の
時
期
と
も
相
ま
っ
て
、
ど
ん
こ
し
い
た
け
を

箱
ご
と
お
買
い
に
な
り
、
そ
の
場
で
郵
送
の
手
配
を
さ

れ
る
お
客
さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
い
し
た
。

　

今
回
の
祭
で
は
、
高
崎
町
産
の
干
し
い
た
け
・
生
し

い
た
け
の
販
売
は
も
ち
ろ
ん
、
来
場
の
方
に
人
気
だ
っ

た
の
が
試
食
。
つ
き
た
て
餅
の
試
食
に
始
ま
り
、
し
い

た
け
カ
レ
ー
、
生
し
い
た
け
の
炭
火
焼
、
地
頭
鶏
の
炭

火
焼
、
黒
豚
の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
・
・
・
、
ど
れ
も
試
食

で
き
る
な
ん
と
も
太
っ
腹
！
特
に
、
目
玉
の
し
い
た
け

を
使
っ
た
料
理
は
ど
れ
も
絶
品
。
肉
厚
で
、
風
味
豊
か

な
ど
ん
こ
し
い
た
け
の
素
晴
ら
し
さ
を
、
こ
れ
で
も
か

と
言
わ
ん
ば
か
り
に
堪
能
で
き
ま
し
た
。
食
材
は
言
わ

ず
と
知
れ
た
高
崎
町
産
。
理
事
長
の
坂
元
さ
ん
は
、「
こ

の
加
工
セ
ン
タ
ー
は
、
オ
ー
プ
ン
し
た
時
か
ら
と
こ
と

ん
地
産
地
消
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
販
売
さ

れ
て
い
る
も
の
す
べ
て
、
高
崎
町
産
の
農
産
物
・
加
工

品
ば
か
り
で
す
。
ぜ
ひ
多
く
の
方
に
、
安
心
・
安
全
で

顔
の
見
え
る
商
品
を
お
買
い
求
め
い
た
だ
き
た
い
。」
と

語
り
ま
す
。
従
業
員
の
皆
さ
ん
も
同
じ
で
す
。
そ
の
皆

さ
ん
が
、
団
結
し
て
働
く
結
果
が
、
地
元
の
み
な
ら
ず

他
の
地
域
の
方
々
か
ら
も
支
持
さ
れ
る
店
舗
を
作
っ
て

い
る
の
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

▲テレビの取材で石ちゃん来店！！放送は、１月２２日（金）

１６時２３分～ＵＭＫであるそうです。お見逃しなく！！

▼朝一番乗りのお客さん。高原町

からお越しで、よく買い物にい

らっしゃるそうです。

▲しいたけ売り場は大盛況！終

始にぎわいを見せていました。
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高
崎
町
農
産
加
工
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
採
れ
の
野
菜

は
も
ち
ろ
ん
、
セ
ン
タ
ー
で
調
理
さ
れ
た
惣
菜
や
精
肉

な
ど
も
販
売
し
い
ま
す
。
珍
し
い
も
の
と
し
て
は
、
高

崎
町
産
の
小
麦
粉
。
こ
の
小
麦
粉
を
使
用
し
て
調
理
さ

れ
た
「
ガ
ネ
」
は
、
人
気
商
品
の
一
つ
で
す
。
そ
し
て
、

遠
方
か
ら
も
買
い
に
来
る
方
が
い
る
ほ
ど
人
気
の
「
北

斗
鍋
」
の
素
。
そ
の
味
は
、
昨
日

取
材
に
訪
れ
た
、
ホ
ン
ジ
ャ
マ
カ

の
石
ち
ゃ
ん
も
大
絶
賛
の
お
墨
付

き
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
活
気
あ
ふ
れ
る
加

工
セ
ン
タ
ー
。
地
域
で
取
組
む
地

産
地
消
へ
の
思
い
を
肌
で
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
店
舗
で
す
。
一

度
足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

▲生産者の方が、新鮮野菜を朝一で運んで

きました。
▲高崎町産の新鮮な農産物がいっぱい。他

にも加工品などがあり品ぞろえも豊富！

▲店舗内のレジにもお客さんが多く並んで

いましたよ。

▲思わずこぼれる笑顔。本当に試食の料理

はおいしかった～♪

▲朝早くから仕込んだしいたけカレー。大

きなしいたけがたくさん入っていました！

▲餅つきの様子。もち米はもちろん高崎産。

こちらも試食できました。
▲しいたけの炭火焼。くぅ～、思い出すだ

けでよだれが出ます・・・。

▲日南市から、おじいちゃん・おばあちゃんと訪れた川野希隆くん（７歳）。しいたけカレー

に舌鼓♪北斗鍋の大ファンで、なくなると買いに来るそうです（驚）

▲高崎町農産加工センターのみなさん。朝早くから祭りの準備、惣菜や試

食品の仕込みをしていました。みなさんとても元気で、よかおごじょばっ

かいでしたー！

ココ

ラスパたかざき

ローソン

アイワホール

Ｒ２２１号 至都城
至高原町

高崎新田駅

高崎総合公園

【高崎町農産加工センター問：0986-62-5016】
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高城町横原地区
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▲会場では、いたるところで笑顔があふれていま

した。笑顔の力、地域の力、素晴らしいです！

▲バター作り体験中。大人から子どもまで大人気！しかし、

３０分振り続けるのでかなり大変でした・・・（汗）

▲おばあちゃんにそばを食べさせてもらいまし

た。ちょっとカメラにびっくり！？
▲手作りそばを食べてニッコリ。できたての手打

ちそば、おいしかった～♪ふるさとの味。

▲「水・土・里」を守る会で行っている、収穫と田植え

の様子。( 写真提供：「水・土・里」を守る会）

農
業
が
も
た
ら
す
地
域
の
結
束

　

１２
月

１３
日
（
日
）
に
、
高
城
町
横
原
地
区
で
収

穫
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
収
穫
祭
、
国
の
５

年
間
の
補
助
事
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
『
横
原

「
水
・
土
・
里
」
を
守
る
会
』（
横
原
：
原
中
と
横

手
と
い
う
隣
接
す
る
地
区
の
総
称
。）
が
主
催
と
な

り
、
今
年
初
め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
で
は

普
段
、地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
て
、田
植
え
・

稲
刈
り
体
験
や
、
ホ
タ
ル
復
活
運
動
に
よ
る
水
質
・

水
生
物
調
査
な
ど
を
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

今
回
の
収
穫
祭
は
、
多
く
の
方
に
収
穫
し
た
も

の
を
還
元
し
て
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う

と
い
う
思
い
か
ら
１
年
前
に
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
目
玉
は
、
栽
培
し
た
そ
ば
粉
を
使
っ
た
そ

ば
の
ふ
る
ま
い
と
、
子
ど
も
た
ち
が
育
て
た
も
ち

米
を
使
っ
た
餅
の
ふ
る
ま
い
で
し
た
。
他
に
も
、

地
域
住
民
の
方
が
栽
培
し
た
野
菜
や
加
工
品
の
販

売
、
牛
乳
を
使
っ
た
バ
タ
ー
作
り
な
ど
が
お
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

午
前

１１
時
、
花
火
の
合
図
と
と
も
に
ス
タ
ー
ト
。

会
場
に
は
地
区
内
外
か
ら
多
く
の
方
が
訪
れ
、
老

若
男
女
問
わ
ず
大
賑
わ
い
。
特
に
野

菜
・
加
工
品
の
直
売
コ
ー
ナ
ー
で
は

開
始
早
々
行
列
が
で
き
た
ほ
ど
。
一

方
、
子
ど
も
た
ち
に
は
バ
タ
ー
作
り

が
大
人
気
。
バ
タ
ー
が
で
き
る
ま
で

３０
分
ほ
ど
振
り
続
け
な
い
と
い
け
な

い
た
め
、
か
な
り
大
変
で
し
た
が
、

で
き
た
バ
タ
ー
を
の
せ
て
食
べ
る

じ
ゃ
が
い
も
は
絶
品
で
し
た
。

　

し
か
し
、
一
番
の
人
気
は
そ
ば
の
無
料
ふ
る
ま
い

で
し
た
。
目
の
前
で
手
打
ち
し
た
も
の
が
食
べ
ら
れ

る
と
あ
っ
て
、
終
始
長
蛇
の
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

作
る
お
父
さ
ん
方
は
大
変
そ
う
で
し
た
が
（
汗
）
そ

し
て
、
も
う
一
つ
の
目
玉
の
餅
の
無
料
ふ
る
ま
い
。

会
場
の
子
ど
も
た
ち
が
、
そ
の
場
で
元
気
よ
く
つ
い

た
餅
が
ふ
る
ま
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
、
大
賑
わ
い
で
行
わ
れ
た
収
穫
祭
。
会

場
で
目
を
惹
い
た
の
は
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
一

緒
に
な
っ
て
楽
し
む
姿
で
し
た
。
い
た
る
と
こ
ろ
に

笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
み
ん
な
が
ふ
れ
あ
う
空
間
、
今
で

は
珍
し
く
な
っ
た
地
域
の
光
景
が
あ
り
ま
し
た
。「
水
・

土
・
里
」
を
守
る
会
の
天
神
博
巳
さ
ん
は
「
補
助
事

業
が
利
用
で
き
る
の
は
あ
と
２
年
で
す
が
、
子
ど
も

た
ち
と
地
域
の
た
め
に
、
そ
れ
以
降
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
続
け
て
い
き
た
い
」
と
の
想
い
を
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

農
業
を
通
じ
て
培
っ
た
大
人
と
子
ど
も
の
絆
が
、

地
域
の
結
束
と
活
性
化
に
つ
な
が
る
。
食
の
問
題
な

ど
か
ら
再
び
注
目
を
浴
び
始
め
た
「
農
業
」
で
す
が
、

こ
の
よ
う
な
形
で
機
能
す
る
こ
と
も
ま
た
、
農
業
の

持
つ
魅
力
の
一
つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
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今月の農家さん

▲殺菌剤散布機。これも化学農薬ではなく微生

物殺菌剤で、中身は納豆菌です。う～ん、どれ

も安心・安全のために工夫されています。

▲弘美さんが行っているのは、殺ダニ剤散布。と

いっても薬ではなく、害ダニを食べる「天敵」の

ダニを投入しています。目には目を、です。

▲黄色の札は、虫の密度を下げるための粘着版

です。アナログですが効果があります。

戸
越　

弘　

美　

さ
ん

　
　
　

リ
ツ
子　

さ
ん
（
山
田
町
）

Ｊ
Ａ
都
城
い
ち
ご
専
門
部
会
山
田
支
部

↓
収
穫
の
時
期
は
化
学
農
薬
を
低
減
↓
　

今
回
は
、
Ｊ
Ａ
都
城
い
ち
ご
専
門
部
会
山
田
支
部
に

取
材
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
同
支
部
で
い
ち

ご
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
る
農
家
は
５
戸
。
山
田
支
部

で
は
、
各
戸
が
切
磋
琢
磨
し
て
安
心
・
安
全
で
お
い
し

い
い
ち
ご
作
り
に
情
熱
を
燃
や
し
て
い
ま
す
。
そ
の
成

果
も
あ
り
、
平
成

１９
年
度
宮
崎
県
農
産
園
芸
特
産
物
共

進
会
（
集
団
の
部
：
野
菜
）
に
お
い
て
、「
県
知
事
賞
」「
農

林
水
産
大
臣
賞
」「
経
済
連
会
長
賞
」「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
連

会
長
賞
」
を
受
賞
す
る
な
ど
県
内
で
も
有
数
の
い
ち
ご

生
産
支
部
で
す
。

　

今
回
取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
支
部
長
を

務
め
る
戸
越
弘
美
さ
ん
・
リ
ツ
子
さ
ん
ご
夫
婦
。
Ｊ
Ａ

都
城
い
ち
ご
専
門
部
会
で
過
去
四
年
間
で
３
回
も
グ
ラ

ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
く
実
力
者
で
も
あ
り
ま
す
。

本
格
的
に
い
ち
ご
栽
培
を
始
め
た
の
は
平
成
８
年
ご
ろ

か
ら
で
、
今
日
ま
で
試
行
錯
誤
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
ち
ら
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
い
ち
ご
（
品
種
：
さ
が
ほ

の
か
）
は
、
み
や
ざ
き
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
認
定
さ
れ
て

い
ま
す
。（
基
準
は
豆
知
識
参
照
。）
い
ち
ご
の
収
穫
時

期
は

１１
月
下
旬
か
ら
５
月
中
旬
ご
ろ
ま
で
。
そ
の
期
間

の
収
穫
量
は

１０
ａ
あ
た
り
4.5
ｔ
、
１
ｈ
ａ
だ
と
40
ｔ
に

も
な
る
そ
う
で
す
。

　
「
色
々
な
難
し
い
問
題
は
あ
り
ま
す
が
、
よ
り
高
品
質

も
の
を
、
何
よ
り
安
心
・
安
全
の
い
ち
ご
を
皆
さ
ん
の

手
元
に
多
く
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
ま
す
。」

と
ご
夫
婦
は
語
り
ま
す
。
収
穫
か
ら
出
荷
ま
で
は
わ
ず

か
一
日
。
鮮
度
が
命
の
い
ち
ご
は
、
収
穫
し
た
そ
の
日

に
は
パ
ッ
ク
詰
め
さ
れ
て
翌
朝
に
は
出
荷
さ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
て
私
達
の
手
元
に
届
く
ま
っ
赤
な
い
ち
ご
。

収
穫
の
と
き
を
じ
っ
と
待
つ
そ
の
姿
は
、
生
産
者
の
方
々

の
熱
い
情
熱
に
よ
っ
て
よ
り
一
層
赤
み
を
増
し
、
ま
る

で
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
く
宝
石
の
よ
う
で
し
た
。
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The farming family of this month

▲１パックあたりの重量は 300 ｇ。この数値になるように、サイズをそろえながらパッ

ク詰めしていきます。言われてみれば、同じ大きさのいちごばかりできるわけないで

すよね…（汗）さらに、素人目にはわからない形の悪いものやキズものでも、絶対に

出荷しません。

▲夜７時～翌朝４時まで、１時間当たり１０分（時期によっては５分）光を照射します。

イチゴの生育は、基本的には温度と日長に影響されるます。そこで電照を使い、夜の

時間を短くして、イチゴに春を感じさせるそうです。綺麗ですね♥

▲収穫されたばかりのい

ちご。見るからにおいし

そう。この中から出荷で

きるものだけを選定して

パック詰めをします。

▲

パック詰めされたいち

ご。サイズなどによって

分けられ、梱包後はすぐ

にエチレン除去装置付き

保冷庫に運ばれ、翌朝の

出荷を待ちます。

▲ポットに分けられた苗。来年に備えて大事に育てられ

ます。

▲ハウス内にはミツバチがたくさん。受粉のために飼っ

ているそうです。このハチのおかげでおいしいいちごが

実ります。ありがとう。

▲見事に実ったまっ赤ないちご。大きさによって出荷サ

イズが決められていて、Ｓ～４Ｌまであるそうです。

▲ＪＡ都城いちご専門部会山田支部のみなさん。それぞれが工夫を凝ら

していちご作りに励んでいます。

ちょっと豆知識
◆商品ブランド認証基準 
(1) 収穫後、農家段階から保冷中に、エチレン除去装置による鮮度
　  保持処理を実施していること
(2) 製品予冷・保冷輸送の実施
(3) 出荷期間中に月２検体以上の残留農薬検査の実施
(4) 良質堆肥施用の実施（高設栽培を除く）
(5) 使用済み資材の回収と適正処理の実施
(6) 使用農薬・資材の記帳 

◆いちごの効能・効力
がん、動脈硬化の予防。風邪の予防。ストレスの解消。肌荒れの改善。
ビタミンＣがとても豊富で、コラーゲンが生成され、肌のしみ、そ

ばかすを防ぎ、体組織細胞の傷を修復します。

苺の赤い色素は、発がんを抑える作用があります。

みやざきブランドは、

このマークが目印

▲
い
ち
ご
の
苗
に
な
る
部
分
。
よ
く
見
る
と
す
で
に
根
が
出
て

き
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
切
り
離
し
て
ポ
ッ
ト
に
植
え
て
育
て
る
そ

う
で
す
。
な
ん
だ
か
不
思
議
で
す
ね
。
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2 しいたけの軸を切り取
ります。

3 軸 を 細 か く 刻 み ま す。
にんじんも同様に刻む。

4 しいたけの傘を飾り切
りします。今回は島津の
十字にしました。

5 刻んだ軸とにんじんを、
豚挽肉とを混ぜわせます。

1 材 料 を お 好 み の 形 に
カットします。

6 しいたけの傘裏に片栗
粉をはたきます。

7（５）のミンチを塗りつ
け、２枚貼り付けます。

8 だし汁に各調味料を入
れて、火にかけます。

9（7）で作ったも鍋に入れ、
落し蓋着せ蓋をして中火で、
沸騰後は弱火で煮ます。

１０ミンチの煮え具合を
確認し、途中裏返して煮
含めればできあがり。

しいたけサンド
（４～５人分）

●生シイタケ・・20 枚

●豚挽肉・・・・1 パック

●にんじん・・・適量

●だし汁・・・・１ｶｯﾌﾟ強

●　酒　・・・・大さじ２

●砂　糖・・・・大さじ２

●しょうゆ・・・大さじ４

●みりん・・・・大さじ１

しいたけの薬用効果
しいたけには、次のような薬用効果があるといわれています。

①豊富な食物繊維による、便秘、腸癌、糖尿病、肥満などの予防

②血圧降下作用

③含有のエリタデニンによりコレステロール値を下げる

④旨み成分のグアニル酸は血液をサラサラにする作用があり、心筋梗塞や脳梗塞の予防すに効果。

⑤少なくとも５種類の抗腫瘍性を有する物質があり、これらは体の免疫力を増強することで腫瘍の

　発達を抑制。さらに、抗腫瘍性物質の多くは抗ウイルス作用を併せ持っています。

ちなみに、しいたけは、日光に当たると含有成分エルゴステロールが、カルシウムの吸収を助けるビ

タミンＤ２を生成することで知られています。牛乳と一緒に食すことで多くの効果が期待できますね！

TaKa

お
せちの一品として、夕飯の一品としてどうぞ♪

高
崎
産
の
生
し
い
た
け

ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
み
た
い
だ
け

ど
、
生
は
ダ
メ
！

余
っ
た
ミ
ン
チ
は
団
子
に
す

る
と
い
い
よ
♪

し
い
た
け
サ
ン
ド
は
、

デ
ミ
グ
ラ
ス
ソ
ー
ス
や

コ
ン
ソ
メ
ス
ー
プ
で
煮

こ
む
と
洋
風
の
お
か
ず

に
な
り
ま
す
よ
～
♪
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2 イモを蒸します。この
時レンジを使用すると時
間短縮できます。

3 餅も蒸すかレンジでや
わらかくし、すり鉢など
で 餅 と イ モ を 混 ぜ ま す。
結構大変です（汗）

4 完 全 に 混 ざ る ま で 頑
張ってください。時間が
経つと餅が硬くなるので
ご注意を！

5 適当な容器に、きな粉
をしいて、砂糖・塩で味
付けをします。

１材料を用意します。イ
モは適当な大きさに切り
ます。

6（４）をきな粉と合わせ
てできあがり。

ねったぼ
（ねりくり、ねったくり）

●ｻﾂﾏｲﾓ・・・・５００ｇ

●　餅　・・ ・・２５０ｇ

●きな粉・・・・適量

●砂　糖・・・・適量

●　塩　・・・・少々

注）写真の材料は、量が多く

なっています。餅とイモの割

合は 1：2 が目安です。

今
月
も
、
二
本
立
て

！！

正
月
の
一
品
に
加
え
て

ち
ょ
う
だ
い
♥

量
が
少
な
い
と
き
に
は
す
り

鉢
な
ど
で
Ｏ
Ｋ
。
多
い
と
き

は
う
す
で
、
お
持
ち
な
ら
…
。

へ
っ
へ
っ
へ
。
奥
さ
ん
、

い
つ
見
て
も
よ
か
お
ご
じ
ょ

で
す
ね
～
♪

昔
から親しまれている伝統の郷土料理です♪

しいたけとねったぼ食べ
て、でっかくなろう★
ただし、横に大きくならな
いように気をつけて！

ねったぼは、「ねりくり」「ねったくり」「イ

モもち」などいくつか呼び方があります。

作り方も、ガネと同じように似て非なる

レシピがあるようです。昔から親しまれ

ている郷土料理ですね。この時期は、焼

いて食べてもおいしいですよ！
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お
便
り
募
集
中
♪

み
や
こ
ん
農
で
は
皆
様
か
ら
の
お

便
り
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
頂

い
た
お
便
り
は
み
ん
な
の
広
場
に

て
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

紙
面
の
感
想
や
日
常
の
些
細
な
こ

と
な
ど
、
な
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ

ん
。
隣
の
用
紙
ま
た
は
ハ
ガ
キ
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
に
て
ド
シ
ド
シ

お
寄
せ
下
さ
い
！
た
く
さ
ん
の
お

便
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
♪

旬
の
野
菜
コ
ー
ナ
ー
や
旬
の
野
菜
を
使
っ
た
料
理

コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
と
い
い
な
あ
。

（
ス
ト
レ
ー
ト
テ
ィ
さ
ん
）

そ
う
で
す
ね
。
家
庭
菜
園
の
初
回
で
野
菜
の
時
期
を

お
知
ら
せ
予
定
で
す
。
今
し
ば
ら
く
お
待
ち
を
。
旬

の
も
の
は
旬
の
う
ち
に
食
べ
た
い
で
す
も
の
ね
！

み
や
こ
ん
農
っ
て
前
か
ら
あ
っ
た
の
で
す
か
？
今
回

初
め
て
見
ま
し
た
が
、
毎
月
の
楽
し
み
に
な
り
ま
し

た
。

（
ア
ー
ヤ
さ
ん
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
毎
月
色
々
な
内
容
で
お

送
り
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
お
楽
し
み
に
♪

牛
乳
の
す
ご
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
あ
ん
な
に
も
た
く

さ
ん
の
機
能
が
あ
る
な
ん
て
。
完
全
食
品
と
い
わ
れ

る
理
由
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た（

リ
ッ
コ
チ
ャ
ン
さ
ん
）

牛
乳
の
パ
ワ
ー
、
は
か
り
知
れ
ま
せ
ん
。
私
は
小
さ

い
時
か
ら
毎
日
牛
乳
を
飲
ん
で
い
ま
す
。
多
い
と
き

に
は
毎
日
１
リ
ッ
ト
ル
は
飲
ん
で
い
ま
し
た
。
お
か

げ
で
元
気
百
倍
で
す
（
笑
）

私
は
、
病
で
体
の
自
由
が
利
き
ま
せ
ん
が
、
キ
ャ
ン

バ
ス
の
会
の
方
々
を
見
て
い
る
と
い
つ
も
明
る
く
て

元
気
が
出
て
き
ま
す
。

（
ブ
タ
女
さ
ん
）

純
粋
だ
か
ら
こ
そ
の
笑
顔
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

一
緒
に
い
る
だ
け
自
然
と
微
笑
む
自
分
に
何
度
も
驚

か
さ
れ
ま
し
た
。
私
も
元
気
も
ら
っ
て
い
ま
す
♪

ク
リ
ス
マ
ス
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
い
っ
ぱ
い
で

楽
し
い
で
す
。
た
ち
ば
な
天
文
台
の
イ
ベ
ン
ト
を
家

族
で
楽
し
も
う
と
思
い
ま
す
。

（
キ
ヌ
ち
ゃ
ん
マ
マ
さ
ん
）

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
夜
空
の
星
。
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ

ク
で
す
。
昨
日
の
ふ
た
ご
座
流
星
群
と
て
も
き
れ
い

で
し
た
☆

料
理
が
苦
手
な
の
で
す
が
、
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
レ
シ
ピ
を
参

考
に
作
っ
て
み
ま
す
。

（
匿
名
希
望
さ
ん
）

私
も
得
意
で
は
あ
り
ま
せ
ん
（
笑
）
で
き
る
だ
け
簡

単
に
で
き
る
も
の
を
取
り
上
げ
る
つ
も
り
で
す
♪

こ
ん
な
本
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
！
結
構
お
も
し
ろ

か
っ
た
で
す
。

（
ミ
ル
ク
さ
ん
）

そ
う
な
ん
で
す
、
あ
っ
た
ん
で
す
！
こ
れ
か
ら
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
☆

カ
レ
ン
ダ
ー
が
あ
と
一
枚
に
。
お
茶
を
初
め
て
３
５

年
余
り
。
去
年
か
ら
不
景
気
で
大
変
で
、
毎
日
が
不

安
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

（
ミ
ー
ち
ゃ
ん
さ
ん
）

本
当
に
不
景
気
。
そ
ん
な
ミ
ー
ち
ゃ
ん
さ
ん
に
松
岡

修
造
の
言
葉
を
送
り
ま
す
。「
今
を
生
き
る
！
」
簡

単
に
説
明
す
る
と
、
未
来
は
み
ん
な
不
安
な
ん
だ
よ

と
い
う
こ
と
ら
し
い
で
す
。
プ
ラ
ス
思
考
だ
～
！

白
菜
の
牛
乳
ス
ー
プ
を
作
っ
て
み
ま
し
た
。
野
菜

た
っ
ぷ
り
で
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
。
家
族
に

も
好
評
で
し
た
♪

（
オ
ト
ち
ゃ
ん
さ
ん
）

そ
れ
は
よ
か
っ
た
！
私
自
身
も
そ
の
美
味
し
さ
に
驚

き
ま
し
た
（
笑
）
体
が
あ
っ
た
ま
る
、
こ
の
時
期
な

ら
で
は
の
料
理
で
す
よ
ね
。

ヨ
ー
グ
ル
と
の
作
り
方
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、

Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
レ
シ
ピ
を
参
考
に
作
っ
て
み
よ
う
と
思
い

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
～
す
。

（
ア
ツ
シ
ー
さ
ん
）

そ
れ
は
よ
か
っ
た
で
す
。
実
際
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
と
は

少
し
違
い
ま
す
が
、
牛
乳
そ
の
ま
ま
な
の
で
機
能
性

は
バ
ツ
グ
ン
で
す
！

授
業
で
子
ど
も
た
ち
が
デ
ー
リ
ィ
ー
工
場
見
学
に

い
っ
た
よ
う
で
「
牛
乳
い
っ
ぱ
い
す
ご
か
っ
た
よ
。」

と
目
を
丸
く
し
て
ま
し
た
。
牛
乳
の
機
能
す
ご
い
で

す
ね
。
こ
れ
か
ら
飲
む
よ
う
に
心
が
け
ま
す
。

（
ネ
ク
タ
リ
ン
さ
ん
）

工
場
っ
て
ほ
ん
と
う
に
ス
ゴ
イ
の
一
言
。
そ
れ
を

作
っ
た
人
間
っ
て
・
・
・
。
こ
れ
も
牛
乳
の
力
で
し
ょ

う
か
（
笑
）
私
は
毎
日
牛
乳
飲
ん
で
ま
す
♪

県
外
に
い
る
娘
は
、
ヨ
ー
グ
ル
ッ
ペ
が
大
好
き
で
毎

月
１
ケ
ー
ス
送
っ
て
ま
す
。
も
う
何
十
ケ
ー
ス
送
っ

た
や
ろ
…
。
私
自
身
も
大
好
き
で
す
。

（
ア
リ
バ
バ
ー
ア
さ
ん
）

「
ヨ
～
オ
～
グ
～
ル
ッ
ペ
♪
」
の
メ
ロ
デ
ィ
が
流
れ

た
あ
の
Ｃ
Ｍ
。
私
も
小
さ
い
と
き
か
ら
大
好
き
で
す
。

に
し
て
も
、
娘
さ
ん
た
く
さ
ん
飲
み
ま
す
ね
（
汗
）

今
回
は
じ
め
て
読
み
ま
し
た
。
若
い
方
に
も
ど
ん
ど

ん
て
に
と
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
し
た
。（

べ
ぶ
さ
ん
）

そ
う
で
す
ね
。
若
い
方
々
に
も
ぜ
ひ
読
ん
で
い
た
だ

き
た
い
で
す
ね
。
読
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
い
ろ
い

ろ
工
夫
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
ね
・
・
・
。

初
め
て
み
や
こ
ん
農
を
見
た
の
で
す
が
、
た
め
に
な

る
こ
と
が
書
い
て
あ
り
、
毎
月
楽
し
み
に
な
り
ま
し

た
。

（
タ
ッ
キ
～
♥
さ
ん
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
！
毎
月
２
６
日
発
行
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
少
し
で
も
お
役
に
立
つ
情
報
を
お

送
り
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
楽
し
み
に
☆

牛
乳
は
苦
手
な
方
で
す
が
、
レ
シ
ピ
の
フ
ル
ー
ツ

ヨ
ー
グ
ル
ト
さ
っ
そ
く
作
り
ま
し
た
♥（

り
ん
ご
さ
ん
）

と
っ
て
も
簡
単
で
し
ょ
う
？
ど
こ
か
懐
か
し
い
味
で

す
。
フ
ル
ー
ツ
と
牛
乳
で
栄
養
価
バ
ッ
チ
リ
！

白
菜
の
牛
乳
ス
ー
プ
作
り
ま
し
た
。
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ

ネ
ラ
ル
豊
富
で
栄
養
が
と
れ
ま
し
た
。

（
し
げ
ち
ゃ
ん
さ
ん
）

旬
の
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
え
て
、
手
軽
に
で
き
る

の
で
私
も
重
宝
し
て
ま
す
。
今
月
の
一
品
も
挑
戦
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
い
ろ
ん
な
こ
と
に
が
ん
ば
っ
て
ら
っ
し
ゃ
る

の
で
元
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
歳
だ
と

言
っ
て
ら
れ
ま
せ
ん
ね
！

（
よ
ね
ち
ゃ
ん
さ
ん
）

お
歳
は
ま
だ
ま
お
若
い
で
す
よ
！
私
も
毎
日
い
ろ
ん

な
方
々
に
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら

の
お
便
り
も
そ
の
一
つ
で
す
♪

普
段
何
気
な
く
飲
ん
で
い
る
牛
乳
が
、
厳
し
い

チ
ェ
ッ
ク
を
経
て
で
き
て
い
る
の
を
知
っ
て
更
に
安

心
し
ま
し
た
。

（
フ
ァ
ー
ム
さ
ん
）

い
や
～
、
ほ
ん
と
う
に
厳
し
い
チ
ェ
ッ
ク
で
す
。
安

心
・
安
全
な
も
の
が
一
番
で
す
ね
。

フ
ル
ー
ツ
ヨ
ー
グ
ル
ト
う
ま
そ
う
～
！
さ
っ
そ
く
つ

く
り
ま
～
す
♪

（
は
っ
ち
さ
ん
）

牛
乳
が
苦
手
な
方
に
も
、
こ
れ
な
ら
大
丈
夫
だ
と
思

い
ま
す
。
手
軽
に
栄
養
補
給
が
で
き
て
、
お
い
し
い

と
な
れ
ば
言
う
こ
と
な
し
で
す
。

キ
ャ
ン
バ
ス
の
会
の
記
事
が
よ
か
っ
た
で
す
。
大
切

に
育
て
た
様
子
が
よ
く
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
あ
と
、

野
菜
の
直
売
所
情
報
が
あ
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

（
か
ば
の
子
さ
ん
）

障
が
い
者
の
方
に
は
本
当
に
元
気
を
も
ら
い
ま
し

た
！
野
菜
の
直
売
所
情
報
、
実
は
現
在
調
査
中
で
す
。

春
ま
で
に
は
な
ん
と
か
・
・
・
。

Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
さ
ん
が
ガ
レ
ッ
ジ
・
セ
ー
ル
の
川
ち
ゃ
ん

に
似
て
ま
す
ね
。
お
い
く
つ
で
し
ょ
う
？

（
ね
む
き
さ
ん
）

お
っ
と
、
今
月
も
（
笑
）
最
近
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。

ち
な
み
に
歳
は
２
８
歳
で
す
☆

牛
乳
を
あ
ら
た
め
て
飲
ん
だ
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま

し
た
。
あ
と
、「
花
」
の
コ
ー
ナ
ー
希
望
し
ま
す
。

（
匿
名
希
望
さ
ん
）

「
花
」
で
す
か
。
季
節
の
花
っ
て
意
外
と
知
り
ま
せ

ん
ね
。
検
討
し
て
み
ま
す
！

ク
リ
ス
マ
ス
の
一
品
に
フ
ル
ー
ツ
ヨ
ー
グ
ル
ト
試
し

て
み
ま
す
♥
ケ
ー
キ
は
・
・
・
今
年
も
買
い
ま
す
♥

（
い
け
ち
ゃ
ん
さ
ん
）

い
ち
ご
を
入
れ
る
と
お
い
し
く
な
り
ま
す
よ
！
ケ
ー

キ
は
手
間
が
か
か
り
ま
す
よ
ね
（
汗
）
で
も
今
年
は

頑
張
っ
ち
ゃ
お
う
か
し
ら
。

「
何
事
も
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
考
え
る
と
時
間
が
い
く
ら

あ
っ
て
も
足
り
な
い
、
悲
し
い
と
き
こ
そ
笑
お
う
」

と
ピ
エ
ロ
の
お
じ
さ
ん
が
言
っ
て
い
ま
し
た
。
に
し

て
も
都
城
市
は
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
が
多
い
。

（
た
ま
ち
ゃ
ん
さ
ん
）

ピ
エ
ロ
の
お
じ
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
。
セ
ブ
ン
イ
レ

ブ
ン
は
宮
崎
市
内
に
も
多
い
で
す
。
カ
ー
ナ
ビ
で
見

る
と
「
７
」
し
か
映
り
ま
せ
ん
。
ラ
ッ
キ
ー
☆

若
い
就
農
者
を
も
っ
と
紹
介
し
て
ほ
し
い
で
す
。
牛

乳
特
集
、
親
戚
に
酪
農
関
係
が
多
い
の
で
嬉
し
か
っ

た
で
す
。
牛
乳
で
健
康
だ
！

（
ら
い
ぎ
ょ
さ
ん
）

そ
う
で
す
ね
！
若
い
力
を
ど
ん
ど
ん
紹
介
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ほ
ん
と
、
牛
乳
で
健
康
だ
！

初
め
て
見
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
記
事
が
あ
り
楽
し
く

読
み
ま
し
た
。
身
近
な
農
業
や
農
家
紹
介
、
季
節
の

香
り
の
す
る
情
報
誌
に
し
て
下
さ
い
。

（
焼
鳥
大
好
き
け
ん
ち
ゃ
ん
さ
ん
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。「
身
近
」「
地
域
」「
人
」

は
私
た
ち
の
テ
ー
マ
の
一
つ
で
す
。
ど
こ
ま
で
ご
期

待
に
そ
え
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
頑
張
り
ま
す
！

農
業
へ
の
転
職
に
興
味
が
あ
る
と
こ
ろ
に
、
み
や
こ

ん
農
と
出
会
い
ま
し
た
。
今
後
も
頑
張
っ
て
続
け
て
、

大
勢
の
人
に
未
知
の
世
界
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
ね
。

（
め
い
た
ん
さ
ん
）

農
業
へ
の
転
職
で
す
か
！
応
援
し
て
い
ま
す
。
私
ど

も
も
頑
張
る
の
で
め
い
た
ん
さ
ん
も
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
ね
！

今
月
の
農
家
さ
ん
の
永
峰
さ
ん
、
若
い
の
に
頑
張
っ

て
い
ら
し
て
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。
お
体
に
気
を

つ
け
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
北
国
母
さ
ん
）

若
い
力
、
素
晴
ら
し
い
で
す
よ
ね
！
私
も
負
け
な
い

よ
う
に
が
ん
ば
る
ぞ
～
！

２
週
間
に
一
回
は
都
城
に
買
い
物
に
行
き
ま
す
。
そ

の
時
い
つ
も
子
ど
も
が
「
牛
乳
工
場
だ
」
い
い
ま
す
。

今
回
の
記
事
を
み
て
大
喜
び
で
し
た
。

（
わ
っ
き
ゃ
ん
さ
ん
）

そ
れ
は
よ
か
っ
た
！
見
学
で
き
る
と
い
っ
て
も
な
か

な
か
見
れ
ま
せ
ん
よ
ね
。
す
ご
い
も
ん
で
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
は
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も
、
結
婚
し
て

も
、
予
定
が
な
く
て
も
ウ
キ
ウ
キ
。
今
年
は
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
ポ
イ
ン
ト
に
お
出
か
け
し
よ
う
と
思
い

ま
す
。

（m
oririn

さ
ん
）

ク
リ
ス
マ
ス
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
綺
麗
で
す
よ

ね
。
最
近
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
普
及
で
綺
麗
な
お
宅
も
増
え

ま
し
た
。

不
況
続
き
で
す
ね
。
都
城
で
は
母
子
家
庭
で
子
ど
も

を
育
て
な
が
ら
働
く
お
母
さ
ん
が
多
い
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。
子
ど
も
が
熱
を
出
し
て
し
ま
い
働
け
な
い

方
も
多
い
そ
う
で
す
。
高
校
の
無
料
化
な
ど
実
現
し

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

（
プ
リ
ン
さ
ん
）

母
子
加
算
復
活
や
子
ど
も
手
当
、
高
校
無
料
化
、
父

子
家
庭
の
問
題
…
本
当
に
必
要
な
方
の
た
め
に
機
能

し
て
こ
そ
価
値
の
あ
る
政
策
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
不
況
に
負
け
ず
に
頑
張
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
！
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お手数ですが

５０円切手を

お貼り下さい。

ご住所

お名前

ﾍﾟﾝﾈｰﾑ

生年月日

電　話
メール

希望プレゼント

本誌をどこで入

手しましたか？

＠

明・大・昭・平

〒

年　月　日

男 ･ 女

歳

1. 今回一番おもしろかった記事は何ですか？

2. 今回一番いまいちな記事は何ですか？

3.『みやこん農』はみなさんとともに成長していく雑誌です。

こんな記事あったらなあと思うことがあればご記入ください。

４．なんでもスペースです。お好きなことをお書き下さい。

※このはがきにより入手した個人情報については、プレゼント並びに記事作成以

外の目的で使用されることはありません。

※応募はお一人様一枚限り有効とさせていただきます。

みやこん農　　１1 月号　　　アンケート

1
月
イ
ベ
ン
ト
情
報

●
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
＆
食
育
映
画
祭in

薩
摩
川
内

食
育
か
ら
始
ま
っ
た
小
さ
な
奇
跡
が
人
々
の
幸
せ

を
紡
い
で
い
く
…
。
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ブ
ー
ム
を
巻

き
起
こ
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『
未
来
の

食
卓
』
を
上
映
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
期
間
】
1
月
17
日
（
日
）

　
　
　
　

１
回
目
：
15
時

３０
分
～　

　
　
　
　

２
回
目
：

１８
時

３０
分
～

【
入
場
料
】
大
人
５
０
０
円
、
中
高
生
３
０
０
円

【
場
所
】
鹿
児
島
県
薩
摩
川
内
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

【
問
合
せ
】
健
康
野
菜
で
ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員
会

　
　
　
　

℡
０
９
９
６
（

２５
）
２
０
６
１

●
三
州
病
院
健
康
教
室

今
回
は
、
内
科
医
の
堀
添
善
尚
先
生
に
よ
る
「
漢

方
薬
の
話
」。
最
近
何
か
と
話
題
の
漢
方
薬
。
こ
の

機
会
に
い
ろ
い
ろ
勉
強
し
ま
せ
ん
か
？

【
期
間
】
1
月
15
日
（
金
）　

１５
時
～

１６
時

【
場
所
】
三
州
病
院
３
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
教
室

【
問
合
せ
】
三
州
病
院
（
担
当
：
川
内
）

　
　
　
　

℡
０
９
８
６
（
22
）
０
２
３
０

●
第
１6
回　

ぼ
ん
ち
市

約
90
店
舗
が
地
場
産
品
な
ど
を
陳
列
・
販
売
し
ま

す
。
毎
回
大
賑
わ
い
。
今
回
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た

自
然
農
法
普
及
会
さ
ん
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
お
い
で
下
さ
い
。

【
期
間
】
1
月
10
日
（
日
）（
８
時
～
11
時
）

　
　
　

  

雨
天
決
行

【
場
所
】
東
中
町
通
（
大
丸
デ
パ
ー
ト
前
）

【
問
合
せ
】
都
城
商
工
会

　
　
　
　

℡
０
９
８
６
（
23
）
０
０
０
１

●
読
売
巨
人
軍
歓
迎
パ
レ
ー
ド

日
本
一
に
輝
い
た
巨
人
軍
の
凱
旋
パ
レ
ー
ド
が
行

わ
れ
ま
す
。
宮
崎
県
庁
を
出
発
し
橘
通
り
へ
。
こ

の
チ
ャ
ン
ス
を
お
見
逃
し
な
く
。

【
期
間
】
1
月
31
日
（
日
）

歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
：
１2
時

３０
分
～
12
時

４５ 

分
の
間
。 

歓
迎
パ
レ
ー
ド    

：
１3
時
～
13
時

４０
分 

【
場
所
】
宮
崎
県
庁
～
山
形
屋
前
交
差
点

【
問
合
せ
】
宮
崎
市
観
光
協
会

　
　
　
　

℡
０
９
８
５
（
20
）
８
６
５
８

●
青
島
神
社
裸
参
り

毎
年
恒
例
の
裸
参
り
。
こ
の
風
習
は
、
昔
、
彦
火

火
出
見
命
が
に
わ
か
に
海
神
宮
か
ら
ご
還
幸
さ
れ

た
際
、
村
の
人
々
が
衣
類
を
ま
と
う
暇
も
な
く
裸

の
姿
で
取
り
急
ぎ
お
出
迎
え
し
た
と
い
う
古
事
か

ら
起
こ
っ
た
も
の
で
す
。
一
度
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

【
期
間
】
1
月
11
日
（
月
祝
）

１１
時
～

【
参
加
料
】
５
０
０
円

【
問
合
せ
】
青
島
神
社

　
　
　
　

℡
０
９
８
５
（
65
）
１
２
６
２

●
エ
コ
ツ
ア
ー
「
諸
塚
で
や
ま
学
校
し
よ
う
！
」

第
９
５
回

諸
塚
村
自
慢
の
原
木
し
い
た
け
狩
り
と
し
い
た
け

の
駒
打
ち
に
挑
戦
！
夜
は
、
集
落
の
住
民
総
出
で

伝
承
さ
れ
て
い
る
神
楽
を
観
る
。む
ら
の
お
ば
ち
ゃ

ん
に
教
わ
る
神
楽
だ
ん
ご
づ
く
り
も
。
諸
塚
村
の

山
の
恵
み
を
思
う
存
分
満
喫
だ
！

【
期
間
】
1
月
30
日
（
土
）
～
１
月
31
日
（
日
）

【
参
加
料
】
大
人
５
０
０
０
円
、
中
学
生
以
下

４
５
０
０
円
（
宿
泊
料
・
三
食
・
体
験
料
込
）

日
帰
り
２
５
０
０
円

【
場
所
】
諸
塚
村

【
問
合
せ
】
諸
塚
村
観
光
協
会

　
　
　
　

℡
０
９
８
２
（
65
）
０
２
７
８

みやこん農　　1 月号　　　アンケート
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※１2 月２１日時点での情報です。詳しくは医師会事務局までお問い合わせ下さい。（℡ 22-0711/ 音声ガイダンス℡ 23-5555）

瑞雲醤油天　濃口　１Ｌペット 3 名様 自然農法栽培　農作物セット 3 名様 都城産いちご１ケース　　5 名様

サンＡ紫の野菜 7 の果実　280 ｍｌ１ケース
1 名様

高崎町産加工品セット　　　3 名様

♥ご応募方法♥
裏面のアンケートハガキまたはＦＡＸ、

メールにてご応募ください。ＦＡＸ・メー

ルは形式は問いませんが、ハガキと同じ

内容をご記載下さい。

締切：１月２０日（当日消印まで）
ご応募はお一人様一枚まで有効です。ご了承下さい。

当選者は、３月号で発表いたします。

１１月号当選者発表【米５㎏：かずぴょん、おじゃる丸、ポンポコリン他２名】【ヨーグルッペ：ポチ】【商品券：エコママ、名無し】【農業高校製品：ねむき、Ｒ omio、名無し】
★おめでとうございます★

こ
こ

の
部

分
に

ノ
リ

を
お

塗
り

下
さ

い
。

こ
こ

の
部

分
に

ノ
リ

を
お

塗
り

下
さ

い
。

こ
こ

の
部

分
に

ノ
リ

を
お

塗
り

下
さ

い
。

こ
こ

の
部

分
に

ノ
リ

を
お

塗
り

下
さ

い
。

こ
こ

の
部

分
に

ノ
リ

を
お

塗
り

下
さ

い
。

こ
こ

の
部

分
に

ノ
リ

を
お

塗
り

下
さ

い
。

ここの部分にノリをお塗り下さい。ここの部分にノリをお塗り下さい。ここの部分にノリをお塗り下さい。ここの部分にノリをお塗り下さい。ここの部分にノリをお塗り下さい。

（１月）

次の野菜の中から、一つ選んでください。

あまり時間をかけずに直感的に選んでください。 

色は、人の心理と関係があるといわれています。

あなたが直感で選んだ野菜はなんですか？

日によって選ぶ野菜も変化するはずです。【根拠はありませんので暇つぶしに（笑）】

しいたけを選んだあなた・・・

何事にも新しい気持ちで臨むと、

いいスタートをすることができ

るでしょう。

大根を選んだあなた・・・

活発に行動することで運気がＵ

Ｐします。ただし、夜更かしに

は注意しましょう

きんかんを選んだあなた・・・

自分を見つめ治すのに最適で

す。いつもよりお風呂にゆっく

り入るといいでしょう。

白菜を選んだあなた・・・

気持ちを前向きに持つことで不

思議と元気が出ます。いつもよ

りちょっと早起きすると◎

月日 曜日
宇宿医院（内・小・胃） あきと内科胃腸科（内・胃） 佐々木医院（内） たかお浜田（外・内） 横山医院（泌） 丸田病院（産・婦）
25-9031（栄町） 46-5500（都原） 62-1103（高崎町） 22-8818（鷹尾） 22-2806（都島町） 23-7060（八幡）

ふくしまｸﾘﾆｯｸ（内・消・小） しげひらクリニック（内） 坂田医院（内・消・胃） 仮屋外科（外・内・胃・肛門） ならはら皮膚科（皮膚） ふたみ眼科（眼）
46-5001（下川東） 27-5555（神之山） 51-2003（三股） 25-7712（志比田） 22-1455（志比田） 38-5532（都北）
柳田病院（小・内） とくとめクリニック（内・循・消） みまた医院（内） 福田ｸﾘﾆｯｸ（外・内・循） 江夏整形外科ｸﾘﾆｯｸ（整・ﾘﾊ・ﾘｭ） たき心療内科（心内・精）

22-4862（東町） 26-1820（一万城） 52-1155（三股） 46-1122（蓑原） 51-1122（三股） 46-9191（若葉町）
城南病院（小・内） ケイオークリニック（内・小） 瀬ノ口内科（内） 三州病院（外・内・胃） いき形成外科ひふ科（形・皮） くぼた眼科（眼）
26-3662（大王） 46-4500（一万城） 22-7780（都原） 22-0230（花繰） 45-0020（年見） 26-3100（南鷹尾町）

共立病院（内） 原田医院（内・外・小） 田中隆内科（内） 宗正病院（外） 小牧病院（整） きたむら皮膚科（皮・アレ）

22-0213（蔵原） 26-3330（郡元） 52-0301（三股） 22-4380（八幡） 24-1212（立野） 38-7300（吉尾）
相良病院（内） 豊栄ｸﾘﾆｯｸ（内） 山田医院（内・小・ﾘｭ・ｱﾚ） 池ノ上整形（整・ﾘｭ・ﾘﾊ） 安藤医院（消・外・内） 岩下耳鼻咽喉科(耳鼻）

22-4086（前田） 39-2525（下長飯） 64-2816（山田） 23-2311（上川東） 39-2226（豊満） 51-1187（三股）
田中内科（内） いづみ内科（内） 政所医院（内・小） 福島外科（外・胃） 姉川医院（皮・泌） 吹上耳鼻科（耳鼻）

23-5872（北原） 22-7111（鷹尾） 58-2171（高城） 38-1633（都北） 22-2205（小松原） 21-4133（鷹尾）
宮永病院（内・胃・外） 冨田医院(内・小） 隅病院（内・胃） 橘整形（整） 吉見ｸﾘﾆｯｸ（外・内・整） 中山産婦人科
22-2015（松元） 23-4586（栄町） 62-1100（高崎） 23-7236（中町） 58-5633（高城） 23-8815（前田）

17日 （日）

31日 （日）

24日 （日）

3日 （日）

10日 （日）

11日 （月）

医　　　　　　　　療　　　　　　　　機　　　　　　　　関　　　　　　　　名

1日 （金）

2日 （土）

麹の力を十分に生かし、
発酵熟成に一年以上か
けた、いわゆる本醸造
製法の JAS 特級醤油で
す。北海道、青森、秋
田県のMOA 自然農法
産転換期間中大豆、北
海道のMOA 自然農法
産小麦を使用していま
す。

【提供：㈱ＭＯＡ西日本販売　問 099（268）7578】

【提供：高崎町農産物加工センター】

【提供：ＭＯＡ自然農法都城普及会】 【提供：ＪＡ都城いちご専門部会山田支部】

※画像はイメージです。

※画像はイメージです。



　　まずは
お問い合わせ！

いろいろ

商品があるよ♪

ご注文受付・お届け時間
昼食　受　付　　８：００～１０：００
　　　お届け　１０：３０～１２：００
夕食　受　付　　８：００～１２：００
　　　お届け　１５：００～１７：００

オードブルは４日前までにご予約ください。

《ご注文・お問い合わせ先》
キャンバスの会　給食センター

℡：（０９８６）５１－５１３２

　　　　　　　  　  ２６－５７３２

住所：宮崎県都城市南鷹尾町 13 街区 2 号

日替わり弁当・オードブル

宅配サービス

給食センターでは、障がい

者の方たちが農園で栽培さ

れた低農薬の安心・安全の

野菜などを使って、昼食・

夕食の宅配弁当や仕出しの

惣菜を調理しています。

★ぜひ、ご利用ください☆

≪日替わり弁当≫

（全弁当汁物つき）

≪オードブル≫

（予算に応じても可能）

※写真は一例です。
«新年会や成人祝にもどうぞ≫

年末年始は
１２月３０日～１月 4 日までお休み

となります。ご了承下さい。

【取扱】

床柱
床材一式
集成材

ま
ず
は
お
問
合
わ
せ
下
さ
い
。



ＡＴＯ M（アトム）と農家のお店Ａコープでは、

毎月１日、「安全・安心」のみやざき産牛乳を

特価にてご奉仕しております。


